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 本書は以下の全 6 部（27 論文）からなる。 
1. Pragmatism as an Environmental Philosophy 
2. Science, Policy, and Policy Science 
3. Economics and Environmental Sustainability 
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 4. Scaling Sustainability: Ecology As If Humans Mattered 
5. Some Elements of a Philosophy of Sustainable Living 
6. Valuing Sustainability: Toward a More Comprehensive Approach to Environmental 
Evaluation 
この書評で取り上げるのはこのうち、第 2、3、4 部収録の諸論文である。各部ごとに簡単






第2部 Science, Policy and Policy Science 
 第 2 部では、自然環境保護における科学と政策の関わりについて論じられる。ノートンが促
すのは、ある種の二分法からの脱却である。脱すべきは、価値中立的な科学による環境評価と、
環境保護政策における規範的-社会的な次元を、相互独立なものとする見方に他ならない。保全
生物学と環境評価のあり方について論じる第 6 章と第 7 章を太田が紹介し、環境保護における
科学と社会の間のコミュニケーションについて論じる第 9 章を大西が紹介する。 
 
6. What is a conservation biologist? 












 このような見解を具体的に展開したものが、第 7 章である。ここでは、生物資源の評価
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第3部 Economics and Environmental Sustainability 
























































































 ノートンはこれを構築するために「生態学」を Faber, Manstetten and Proops ,`Towards an 
















































































































































































Ruth Chang (ed.), Incommensurability, Incompatibility, and Practice, 1997, Cambridge, 















































  それでは以下で著者たちの議論を概観していくことにしよう。 
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第 4部：Scaling Sustainability: Ecology As If Humans Mattered 
 第 4 部「持続可能性を測る」では、生態系のスケールに関する考察から持続可能性の問題に
アプローチすることが試みられる。具体的には、「階層理論」の様々な領域への応用が試みられ
る。まず、階層理論を用いて生物多様性政策の問題に取り組み、とくに種の保護のための基準
を明らかにしようとした第 16 章を三木が紹介する。次に、堀が紹介する第 17 章では、大小様々
のスケールからなる多層的なシステムを記述するための「パナーキー」というモデルが検討さ
れる。最後に、階層理論を用いて「新生態学」の主張に実質的内容を与えることを試み、新生
態学が環境政策に影響を及ぼす可能性について論じた第 18 章を海田が紹介する。 
 
16. Scale and biodiversity policy: A hierarchical approach, with Robert E. Ulanowicz 































































































































17. Ecological integrity and social values, at what scale? 


























































































































































する。ノートンは、アルド・レオポルドの 1939 年の論文('A biotic view of land’)に言及し、
そこにおいてすでに生態系のダイナミズムが明確に強調されていたことを指摘する。第二
に、ボトキンは、環境管理者たちが変化の存在に気づくなら、ただちに環境政策に影響が
現れるだろうと予想しているが、これはあまりに楽観的である。レオポルドの事例が示す
ように、すでに 20 世紀前半から生態系のダイナミズムが強調されていたにもかかわらず、
ボトキンの論考が書かれた時点においてもまだ環境政策に明示的な効果が現れているとは
言えないのである。新生態学が同じ運命をたどることは大いにありそうではないか。 
 レオポルドの正しい洞察（すなわち生態系におけるダイナミズムの強調）が環境政策に
インパクトを与えなかったのはなぜかを考えるのは重要である（なぜなら、この問いへの
答えは、新生態学が環境政策にインパクトを与えるために何が必要であるかを教えてくれ
るはずだからである）。ノートンによれば、その理由は、レオポルドの洞察を実行可能にす
るための道具立てをわれわれが持っていなかったからである。ボトキンは、環境をとらえ
るためのツールとして、「定常」に替えて「変化」を導入すれば問題は解決すると安易に考
えている。しかし、われわれは文化的に（そしておそらく心理学的な意味でも）定常に深
くコミットしており、定常に替えてたんに変化の概念を導入しても状況は改善しない。ボ
トキンをはじめとする新生態学者が「変化」を強調すること自体は正しいが、その「変化」
は何らかの方法で「定常」と調停されなければならない。この調停がなされて初めて、新
生態学が環境政策にインパクトを与えることも可能になると考えられる。以上が、レオポ
ルドの洞察が環境政策にインパクトを与えなかった理由（そして新生態学が今後環境政策
にインパクトを与えるために必要となる要素）についてのノートンの見解である。 
 変化と定常の調停を行うにあたってノートンが提示するのは、変化の「階層理論」であ
る。この理論によれば、自然は、おのおのが常に変化しつづける複数のレベルから構成さ
れており、異なるレベル間で相対的変化と相対的定常が決まる。ここで重要になるのは、
スケールという概念である。時間的および空間的スケールが大きくなればなるほど、その
レベルにおける変化は遅くなる。そして、より大きなスケールに対応するレベルは、より
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 小さなスケールに対応するレベルから見たとき、相対的に定常的なバックグラウンドを提
供すると考えることができるのである。たとえばイエバエ個体の生態のスケールに対応す
るレベルから見れば、プレートテクトニクスのスケールに対応するレベルにおける変化は
相対的に定常的とみなしてかまわないことになるだろう。このように、変化だけが存在す
る世界の中に相対的な定常を確保するという形で、変化と定常の調停が達成されるとノー
トンは考えるのである。また、おのおののレベルに応じたスケールを考察することは、先
に挙げた新生態学の第二の特徴――グランド・セオリーではなく局所的な相互作用に注目
すること――に合致することも確認される。 
 ノートンはさらに、階層理論はレオポルドの「生態系の完全性」という先駆的概念にも
適切な内容を与えることができると指摘する。当時の生態学者や哲学者があるヴァージョ
ンの有機体説の影響を受けていたことにより、レオポルドの「生態系の完全性」という概
念は「共同体や生態系は（人間の価値と独立に存在するような）価値の対象である」とい
う考え方と容易に結びつき、個人の権利と生態系の保護との間に無用の葛藤をうみだすこ
とになった。しかし、階層理論にもとづき、動的な、そして多重的スケールを持った系の
相対的定常という形で「生態系の完全性」を理解するならば、個人の権利と生態系の保護
との間のそうした無用な葛藤は避けられる可能性がある。そして、生態系に人格を付与す
ることなく、生態系の創造的ないし自己組織的な活動（生態系の完全性とわれわれが呼ぶ
もの)を理解することもできるようになる、とノートンは論じている。 
 こうして、階層理論という適切な道具立てを得た新生態学は、グランド・セオリーに頼
ることなく、特定のローカルな文脈に即した時間的および空間的スケールに関する階層的
概念を採用することによって、環境管理ないし環境政策にインパクトを与える可能性を十
分持っているとノートンは結論づける。 
 本論文における階層理論の展開は定性的なものにとどまり、豊富な具体例によって支え
られているとも必ずしも言えない（階層理論のテクニカルな詳細は第 16 論文で展開されて
いる）。しかし本論文のユニークな点は、変化と同一性（定常）という極めて基礎的な問題
と、環境政策という極めて実践的な問題との架橋を試みた点にある。階層理論を用いて新
生態学の主張に実質的内容を与えることを試み、それによって新生態学の環境政策、環境
管理への効果的な応用を目指した本論文は、今後発展させるべき多くのアイデアと洞察に
満ちていると評価できるだろう。 
（海田大輔） 
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